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1. はじめに 

情報ディスプレイは，コンピュータの画面にと

どまらず，街頭の大型スクリーン・PDP として日

常世界に現れている [1]．また，“ROPPONGI 
THINK ZONE”[2]，“i-trace”[3]のように，床

への映像提示を通じて空間を演出する試みもある．

今や，日常のさまざまなものがディスプレイにな

って，情報を提示し，空間を彩っている． 
本稿では，窓やガラスのパーティションなどの

“透明な平面”に対して，その“透明感”という性

質を活かしながら情報ディスプレイとする手法

“Lumisight”を提案する．提案手法では，視界制

御フィルムという特殊なフィルムを利用すること

で，観察する角度により，それがスクリーン，透

明な窓，と変化する．  

2. Lumisight の提案 

本稿で提案する映像提示手法 Lumisight は，視

線方向によって，“透明な窓”が“映像ディスプレ

イ”へと移り変わる．このような性質をもつスク

リーン（窓）を実現するために，視界制御フィル

ム（住友化学工業製 Lumisty[4]）を用いる．

Lumisty フィルムは，特定の角度範囲から入射し

た光だけを拡散させ，それ以外の角度に対しては

高い透過性を有する（図 1 参照；図に示した角度

以外にもさまざまな商品がある）． 
本稿では，図 1 に示した特性の Lumisty フィ

ルムを透明ガラス板に貼付し，図 2 のように映像

を投影することにより，このフィルムの映像ディ

スプレイとしての可能性について検討する．図２

の実験結果を図 3 に示す．視点位置 A1 および 

A2 からは，プロジェクタＡから投影された映像

を観察することができ（図 3(a)(b)），それ以外の

方向からは，透明なガラス板として観察された（図

3(c)）． 
本実験を通じ，Lumisty フィルムにおける光の

拡散方向に制限のあることが確認された．この性

質を用いることで，1 枚の透明ガラス板を，窓と

して，ディスプレイとして利用する方向依存映像

ディスプレイを実現することができる． 
本実験から分かった Lumisight の特性として，

プロジェクタの光軸と鑑賞者の視線方向との，垂

直方向の角度のずれが大きいほど映像が見えにく

くなることが挙げられる． 
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図 3：実験結果 

3. 応用システムの例 

前節で述べた手法を利用して，次のような応用

を考えることができる． 
3.1. 窓をディスプレイに 
たとえば，（屋外に面した）窓に対して図 4 の
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ように映像を投影すれば，図中の A，B の位置か

ら拡散光（反射・透過）による映像を観察できる．

正面（図 4 中 C の位置）から見ると屋外の風景が

見えるが，側方からは映し出される映像を楽しむ

ことができる．試験的実装における映像の様子を

図 5 に示す． 

 

図 4：窓への設置例 
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図 5：図 4 における映像の見え方 

 
3.2. 視線方向で変わるショウウィンドウ 
ショウウィンドウなどを想定して，図 6 のよう

に映像を投影すると，A1，B1 の位置からはプロ

ジェクタ光の拡散（透過）による映像を観察でき

る．このとき，正面からはウィンドウの向こうの

商品が見える．これを効果的に利用した陳列方法

が期待される．  

 
図 6：ショウウィンドウへの設置例 

この状況を模した実験システムでの映像の見え

方と様子を図 7 に示す．図 6 中の A2，B2 の方向

からは，映像とショウウィンドウ内のオブジェク

トが重なって見える． 
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図 7：図 6 における映像の見え方 

4. むすび 

ガラス板の透過性は，ユーザの様子をカメラで

撮影する場合にも利用できる．今後，このような

観点から，特にユーザとのインタラクションに提

案システムを応用していく．  
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